
去
る
１
月
12
日

（
日
）
に
行
い
ま

し
た
避
難
訓
練
で
は
、
安
否
確
認
全
世

帯

・
避
難
者
集
計
331
名

・
ア
ン
ケ
ー

ト
ご
記
入
208
名
と
、
多
く
の
皆
様
に

御
参
加
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は

災
害
時
の
水
と
食
を
確
保
す
る
手
段
を
、

今
後
各
地
域
で
見
つ
め
て
頂
く
為
の
訓

練
で
す
。
水
に
関
し
ま
し
て
は
、
北
神

戸
貯
水
池
の
確
保
が
出
来
て
い
ま
す
が
、

食
に
関
し
ま
し
て
は
、
前
も
っ
て
食
材

を
準
備
出
来
ま
せ
ん
の
で
地
域
で
い
ざ

と
云
う
時
の
対
応
を
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

又
、
今
回
か
ら
高
齢
世
帯
や
災
害
弱

者
を
地
域
で
見
守
る
活
動
が
、
今
後
重

要
に
な
り
ま
す
の
で
民
生
児
童
委
員

・

道
場
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
と
の
連
携
を
試
み
ま
し
た
が
、
課

題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
早
急
に
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
有
馬
警
察

や
北
消
防
北
神
分
署
の
皆
様
、
又
、
頼

り
に
な
る
消
防
団
員
の
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
ま
で
あ
と
？
日

（
安
井
健
十
）

神
付

・
上
大
沢
避
難
所

上
大
沢
地
区
の
取
り
組
み
内
容
は
、

①
安
否
確
認
訓
練
…
各
隣
保
毎
に
名
簿

を
基
に
受
付
→
避
難
者
人
数
、
在
宅
者
、

外
出
者
の
把
握

（
主
に
、
電
話
対
応
）

②
給
水
訓
練

（
北
神
戸
給
水
池
）
…

婦

人
会

・

防

コ
ミ

・

消
防
団
延

べ
５
名

簡
易
容
器

に
て
水

の

持
ち
帰
り

③
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド

組
み
立
て

訓
練
…
防

コ
ミ
→
高
齢
者
は
、
直
に
座
っ
た
り
寝

転
が
る
と
、
に
わ
か
に
起
き
上
が
れ
な

い
の
で
、
横
に
な
れ
る
環
境
及
び
、
椅

子
の
代
わ
り
。

④
要
介
護
、
介
助
者
避
難
補
助
訓
練
…

婦
人
会
、
防
コ
ミ
、
消
防
団
、
道
場
安

心
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
→
イ
．
高
齢
且

つ
心
臓
疾
患
あ
り
、
歩
行
困
難
者
を
介

助

ロ
．
ゴ
ー
グ
ル
、

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
着

用

（
疑
似
視
聴
覚
障
害
者
）
を
介
助

坂
道
や
、
凹
凸
の
あ
る
場
所
で
の
、

車
い
す
の
操
作
、
目
耳
の
不
自
由
な
人

の
誘
導
の
仕
方
。

※
視
聴
覚
障
害

・
肢
体
障
害
の
疑
似
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

⑤
炊
き
出
し
訓
練
…
婦
人
会
→
地
元
食

材
の
調
達

（
米
、
白
菜
、
大
根
、
さ

つ
ま
芋
、
み
そ
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
）
、

ご
飯
の
器
に
ラ
ッ
プ
を
貼
り
付
け
、
容

器
を
洗
わ
ず
に
繰
り
返
し
使
用

⑥
ロ
ー
プ
結
索
訓
練
…
実
用
的
で
様
々

な
場
面
で
応
用
で
き
る
。

以
上
、
盛
沢
山
の
訓
練
で
し
た
が
、

有
意
義
な
内
容
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
上
大
沢
自
治
会
長

大
家
喜
八
郎
）

簾
地
区
避
難
所

居
住
者
の
安
否
確
認
を
ぬ
い
ぐ
る
み

で
確
認
し
た
後
、
26
名
の
方
が
簾
公
会

堂

へ
避
難
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
訓
練
で

は
、
消
火
器
訓
練
と
し
て
消
火
器
の
構

造
や
使
用
方
法
、

粉
末
消
火
器
や
強

化
液
消
火
器
の
特

徴
な
ど
の
説
明
の

後
、
実
際
に
水
消

火
器
で
消
火
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

た
だ
、
ご
婦
人
方

が
炊
き
出
し
準
備

の
た
め
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念

で
し
た
。
（
簾
自
治
会
長

安
井
正
治
）

市
原
地
区
避
難
所

先
日
の
地
震
訓
練
で
市
原
地
区
は
高

齢
者
生
活
支
援
者
等
の
安
否
確
認
及
び

避
難
訓
練
、
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
の
炊
き

出
し
訓
練
、
昨
年
新
設
さ
れ
た
北
神
戸

貯
水
地
で
の
給
水
訓
練
、
参
加
者
全
員

が
行
な
っ
た
発
煙
筒
を
標
的
に
し
た
消

火
器
訓
練
と
実
践
さ
な
が
ら
の
充
実
し

た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
協
力

し
助
け
合
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
原
自
治
会
長

松
下
裕
彦
）

（1）こうさんだより 令和２年２月号 第５７１号

２月号

発 行

大沢ふれあいのまちづくり

協議会広報部

http://www.ozo.jp

２
ぺ
ー
ジ
下
段

へ

１
／
19
北
区
ふ
れ
あ
い

綱
引
き
大
会

北
神
戸
田
園
ス
ポ
ー
ツ

公
園
体
育
館

一
般
の
部

優

勝

ガ
チ
ン
コ
大
沢

２
／
３

光
山
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２
／
４

民
児
協
定
例
会

２
／
12

婦
人
会
定
例
役
員
会

２
／
13

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

２
／
17

都
市
と
の
交
流
Ｐ
会
議

２
／
18

女
性
会
お
別
れ
旅
行

２
／
20

自
治
連
合
会
定
例
役
員
会

２
／
21

伝
統
芸
能
編
纂
委
員
会

２
／
25

光
山
だ
よ
り
印
刷

（４）こうさんだより 令和２年２月号 第５７１号

嫁
が
君
床
の
間
の
餅
狙
ひ
を
り

正

子

寒
北
斗
ま
た
た
く
故
郷
の
友
如
何
に

純

子

元
日
や
免
許
返
納
決
心
す

秀

子

三
夫
婦
の
揃
ひ
し
家
に
嫁
が
君

三
恵
子

ラ
グ
ビ
ー
の
勝
利
の
歓
喜
轟
け
り

ち

が

ボ
ー
ル
手
に
走
る
ラ
ガ
ー
の
怒
り
肩

弘

枝

俳
句

行
事
予
定

ス
ポ
ー
ツ
情
報

町
民
の
動
き

う
ぶ
ご
え

１
／
10
市
原

三
好

恭
平
さ
ん

梗
平
（こ
う

へ
い
）

ち
ゃ
ん
を

お
く
や
み

12
／
24
中
大
沢

弓
場
明
子
さ
ん
91
歳

12
／
27
中
大
沢

福
井
敏
子
さ
ん
85
歳

１
／
17
神
付

大
谷
き
く
ゑ
さ
ん
94
歳

ほ
っ
こ
り
お
お
ぞ
う

『
烏
の
森
千
手
観
音
』
に
集
う

今
日
も
、

「
そ
よ
吹
く
風
に
小

鳥
啼
き
♪

・
・
」
と
声
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
山
の
木
々
に
響
き
渡

り
ま
す
。
平
均
年
齢
85
才
と
は

思
え
な
い
若
い
声
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ま
達
の
千
手
観
音
お
参
り
日
で

す
。
ま
ず
挨
拶
は
、

「
今
月
も

元
気
で
参
ら
れ
た

・
・
ね
え
。
」

と
寒
さ
知
ら
ず
の
方
々
に
感
心
。

お
参
り
後
は
、
幼
い
頃
の
思
い

出
話
、
今
の
生
き
が
い
、
話
と

笑
い
の
楽
し
い
お
茶
タ
イ
ム
。

『
烏
の
森
千
手
観
音
』
は
、
健

康

・
学
問

・
農
商
業
等
、
人
々

の
声
を
聴
き
、
何
事
も
導
き
お

助
け
下
さ
る
観
音
様
で
す
。
人

生
で
最
も
価
値
の
あ
る
も
の
は

何
か
と
考
え
た
時
、
そ
れ
は

「

心
の
安
ら
ぎ
」
。
心
を
広
く
持

ち
、
毎
日
を
後
悔
の
な
い
様
過

ご
す
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

『
烏
の
森
千
手
観
音
』
様

の
楽
し
い
集
い
に
感
謝
で
す
。

合
掌

（

Ｍ
・
Ｉ
記
）

絵

岩
田
智
津
子



中
大
沢
避
難
所

中
大
沢
の
避

難
者
総
数
は
72

名
。
訓
練
は
消

防
団
員

の
方
に

よ
る
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
組
立
、

参
加
者
も
寝
転

ぶ
等
体
験
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
達
も
参
加
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

教
え
て
頂
い
た
後
、
婦
人
会
の
方
に
炊

き
出
し
を
お
世
話
に
な
り
、
温
か
い
豚

汁
と
お
に
ぎ
り
を
全
員
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
（
中
大
沢
自
治
会
長

橋
本
久
寿
）

日
西
原
避
難
所

二
回
目
の
全
町

避
難
訓
練
で
地
区

内
177
人
の
居
住
者

の
内
68
人
の
参
加

の
下
に
避
難
所
で

心
肺
蘇
生
法
と
炊

き
出
し
訓
練
を
行

う
事
が
で
き
た
が
、
災
害
発
生
で
優
先

順
位
は
直
後
に
隣
近
所
で
の
安
否
確
認

作
業
で
は
な
か
ろ
う
か
、
積
極
的
な
住

民
の
情
報
発
信
で

『
無
事
で
す
！
』

『
助
け
て
く
だ
さ
い
！
』
等
周
囲
に
自

ら
い
ち
早
く
知
ら
せ
被
害
の
拡
大
を
く

い
止
め
る
事
で
し
ょ
う
。

（
日
西
原
自
治
会
長

岩
形
孝
司
）

（２）こうさんだより 令和２年２月号 第５７１号

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
会
議

年
が
明
け
は
や

一
ヶ
月
、
各
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
で
は
年
度
末
に
向
け
て
追
い
込
み

段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
に
お

け
る
活
動
計
画
に
着
手
し
て
い
る
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
詳
細
は
今

後
順
次
お
知
ら
せ
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
向
け
て

交
通
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
数
回
に
わ
た
る
試
験
運
行

と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
な
ど
で
の

住
民
意
見
収
集
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

交
通
弱
者
の
足
と

な
る
べ
き
移
動
手

段
確
保
に
向
け
て

活
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
フ
ァ
ー

ム
サ
ー
カ
ス
様

の

ご
協
力
に
よ
る
大

沢
町
方
式
に
は
、

ふ
れ
あ
い
昼
食
な

ど
で
の
利
用
者
も
多
く
、
や
は
り
大
沢

町
に
と
っ
て
は
必
要
な
手
段
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
後
に
向
け
た
検
討
会

を
２
月
14
日
に
予
定
し
、
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
変
更

従
来

「
空
き
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

と
し
て
活
動
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
後
の
推
進
活
動
内
容
を
検
討
し
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に

「
定

住
促
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
変
更
す
る

予
定
で
す
。
正
式
に
は
４
月
１
日
か
ら

と
な
る
予
定
で
す
が
、
現
在
作
成
中
の

テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
や
案
内
チ
ラ
シ
な
ど

は
、
次
年
度

以
降
も
活
用

し
ま
す
の
で

新
し
い
呼
称

で
作
成
し
ま

す
。
な
お
、

１
月
31
日
に

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
会
議
を
予

定
し
て
い
ま

す
。

バ
ラ
タ
ン
シ
ー
ル
完
成
間
近

生
物
多
様
性
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、

以
前
よ
り
自
然
豊
か
な
町

「
大
沢
町
」

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
環
境
に
配
慮
し
た

安
全

・
安
心
な
農
産
物
を
示
せ
る
よ
う

な
貼
付
シ
ー
ル
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「

バ
ラ
タ
ン
」
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
や
っ

と
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在

鋭
意
作
業
中
で
、
３
月
上
旬
の
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

ル
＊
ル
＊
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

12
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

し
た
、

「
小
学
生
等
農
業
体
験
学
習
ー

ル
＊
ル
＊
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
業
務
委

託
契
約
を
締
結
い
た
し
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
神
戸
市
学
校
給
食
会
に
よ
る

「
こ
う
べ
給
食
畑
推
進
事
業
」
の
一

環
で
あ
り
、
子
供
た
ち
が
食
育

・
地
産

地
消
の
大
切
さ
を
習
得
で
き
る
よ
う
に

「
育
て
る
」

「
収
穫
す
る
」

「
食

べ
る
」
と
い
う

一
貫
し
た
農
業
体
験
等

の
機
会
を
提
供
す
る
取
り
組
み
で
す
。

ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
種
類

の
中
で
、
北
区
で
は
唯

一
大
沢
町
が
タ

マ
ネ
ギ
を
担
当
し
ま
す
。
年
３
回
の
活

動
日
に
は
、

生
物
多
様
性

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
協
力
を

受
け
、
環
境

保
全
の
大
切

さ
な
ど
を
伝

え
る
こ
と
が

大沢町

地域事務局

掲示板

小
学
校
の
防
災
体
験
学
習

昨
年
11
月
か
ら
、
学
年
ご
と
に
様
々

な
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

ふ
っ
Ｑ
水
栓

（
災
害
時
臨
時
給
水
栓
）

開
栓
体
験
に
始
ま
り
、
火
災
時
想
定
の

煙
体
験
、
応
急
手
当
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
組
立
訓
練
な
ど
、
学
習
に
は
消
防
署

や
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
加
え

て
、
地
域
の
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
指
導
補
助
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

１
月

17

日
に

は
、
学
校
保
健

委
員
会
で
４
～

６
年
生
に
よ
る

学
習
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
地

震
で
ケ
ガ
を
し

て
介
助
さ
れ
な

が
ら
避
難
す
る

と
い
う
設
定
で

の
寸
劇

で
、

こ

れ
ま

で

の
学
習

を

し

っ

か
り
生

か
し
た

発
表
と

な

り
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い

喫
茶
全
体
会

が
、
22

日
、

福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

毎
月
各
地
区

で
お
こ
な

っ

て
お
り
ま
す

が
、
年
に

一

度
全
体
会
と

し
て
楽
し
ん

で
も
ら

っ
て

い
ま
す
。
今

回
は
小
畑
実
さ
ん
と
お
仲
間
の
皆
さ
ま

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
腹
話
術
で

は
可
愛
い
坊
や
と
の
掛
け
合
い
に
笑
わ

さ
れ
、
マ
ジ
ッ
ク
で
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た

り
お
ど
ろ
か
さ
れ
た
り
、
そ
し
て
歌
や

踊
り
あ
り
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。
暖
冬
と
は
い
え
寒

い
冬
、
外
に
出
て
も
誰
と
も
遭
わ
ず
、

ご
近
所
の
方
と
お
話
し
す
る
事
も
あ
ま

り
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
と

お
会
い
し
て
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
出

来
た
の
は
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
こ
の
日
、

こ
の
場
所

へ
行
け
ば
皆
と
出
会
え
る
場

所
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
お
付
き
合
い

が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
安
否

確
認
や
情
報
交
換
も
で
き
、
貴
重
な
存

在
で
す
ね
。

（
渕
上
恵
子
）

新
春
恵
方
初
詣
で
来
福
祈
願
！

北
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
恒
例
の
新

春
恵
方
三
社
初
詣
が
、
本
年
も
４
つ
の

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
北
神
地

区
を
中
心
と
す
る

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
は
１

月
10
日
に
バ
ス
６
台
約
230
名
、
大
沢

し
あ
わ
せ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
バ
ス
１
台

32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
の
恵
方

「
西
南
西
」
の
岡
山
県
美
作
国
の
一
宮

「
中
山
神
社
」
・
古
く
は
和
気
族
の
氏

神
で
あ
っ
た

「
和
気
神
社
」
・
播
磨
の

国
の
一
宮

「
伊
和
神
社
」
の
三
社
に

参
拝
し
て
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
神
社

も
駐
車
場
か
ら
境
内
ま
で
の
距
離
も
近

く
、
高
齢
者
に
も
参
拝
し
や
す
い
環
境

で
安
堵
し
ま
し
た
。
バ
ス
の
車
内
で
は
、

ク
イ
ズ
な
ど
も
楽
し
み
な
が
ら
会
員
相

互
が
交
流
と
親
睦
を

一
層
深
め
合
う
場

と
な
り
ま
し
た
。
三
社
初
詣
は
、
毎
年

そ
の
年
の
干
支
の
置
物
付
き
で
参
加
者

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
終
日
穏
や
か
な

好
天
に
恵
ま
れ
て
、
お
天
気
も
参
拝
気

分
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
様

に
多
く
の
福
が
訪
れ
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

（
乗
井

幹
雄
）

い
よ
い
よ
伝
統
芸
能
誌

「獅
子
舞
編
」
発
刊
へ

町
民
の
皆
さ
ま
に
も
資
料
写
真
な
ど

の
ご
協
力
呼
び
か
け
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
末
い
よ
い
よ

伝
統
芸
能
の
ま
ず
は
獅
子
舞
編
が
発
刊

さ
れ
ま
す
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
こ
の

刊
行
に
た
ど
り
着
け
ま
し
た
の
は
松
下

先
生
の
長
年
に
わ
た
っ
て
の
研
究
の
ご

提
供
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
獅
子
舞
の
ル
ー
ツ
か
ら
近
隣

町
と
の
比
較
検
証
ま
で
、
当
時
の
祭
り

催
行
の
住
民

へ
の
聞
き
取
り
を
も
と
に

纏
め
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
ご
期

待
！

（
写
真
は
日
西
原
尾
上
様
ご
提
供
の
昭

和
16
年
の
秋
祭
り
記
念
写
真
で
す
）

（３）こうさんだより 令和２年２月号 第５７１号

ふ
れ
あ
い
喫
茶
全
体
会


